
主催：日本ソルフェージュ研究協議会

東京藝術大学作曲科卒業、同大学院ソルフェー
ジュ科修了。1992 年渡仏。パリ国立高等音楽院
エクリチュール科において、和声科、対位法科、
フーガと形式科を審査員一致の一等賞、ピアノ
伴奏科を審査員一致の二等賞（一等賞なし）で
卒業。帰国後は作曲家、ピアニストとして活動
を展開。近年の作品は、《Hop Step Jump!》（Perc.
Quartet, 2018）、《をちこち》(Vl. ,Vc., 2021) 等。
伴奏者としては歌手、管楽器との共演が多い。

東京藝術大学音楽学部作曲科卒、同大学院修了。
オペラシアターこんにゃく座での演奏や、パリ
日本文化会館における作品個展「東洋・西洋の
音楽の交流」などは高く評価された。『あん』『グ
スコーブドリの伝記』『末摘花』『ガリレイの生
涯』などのオペラや、室内楽、合唱曲、邦楽器
のための曲など作品多数。指揮者、ピアニスト
としても活動し、ＣＤへの録音も多い。お茶の
水女子大学文教育学部非常勤講師。

今村 央子 IMAMURA Hisako

寺嶋 陸也 TERASHIMA Rikuya

第 13 回　演奏者からの提言
〜アンサンブルで活躍するピアニストのソルフェージュ 〜

モデレーター

入場料：無料（会員以外の方は、当日、一般 3000 円、学生 1000 円の経費負担をお願いいたします）
定員：80 名
申し込み方法：次のいずれかの方法でお申し込みください。（申し込み締切 2023 年 1 月 19 日（木）24：00）
　① Google Form（QR コードまたは URL から）
　　　https://forms.gle/8X1wmZZwVUcFJ4Qu5
　② E メール
　　　事務局宛に氏名・メールアドレス・電話番号を明記し、
　　　直接お申し込みください。
　
申し込み先 :
問合せ先： 日本ソルフェージュ研究協議会事務局
　　　　　　Tel. 090-5566-8567（留守番電話）
　　　　　　E-mail : ni.sol.ken@gmail.com  http://www.ni-sol-ken.com/index.html

会員ログイン用 QRコード 尚、感染症の状況により対面開催を中止する場合、お申し込みが定員を超えた
場合にはHPでお知らせいたしますので、あらかじめご了承ください。

オンライン視聴は以下の会員ログインのURLもしくは左のQRコードからお入りください。
http://www.ni-sol-ken.com/member/auth.php

Google Form

日 時：2023 年1月22日（日）14：00 開演（13：30 開場）
会 場：東京藝術大学　5-109 教室
対 象：①対面…一般及び会員 要予約 下記に予約方法記載（申し込み締切 2023 年 1 月19 日（木）24：00）
　　　 ②オンライン（アーカイブ）…会員限定

Web配信期間 2023年2月20日（月）20：00〜3月20日（月）20：00

2017 年国立音大主催『聴き伝わるもの、聴き伝えるもの』にて P. 
Boulez 《Répons》のピアノ第１ソリストを務めた。現在国立音楽大学
教授、日本ソルフェージュ研究協議会理事、日本作曲家協議会理事。

ピアニスト。東京藝術大学卒業。同大学大学院
を修了。野村賞受賞。毎日新聞社主催 NHK 後援
第 23 回全日本学生音楽コンクール全国第 1 位
受賞。ソロ、室内楽の各分野で意欲的な活動を
続けており、現代音楽の分野にも積極的に取り
組み初演作品も多い。コラボレイティヴピアニ
ストとしての活動も多彩で、内外の著名なアー
ティストと数多く共演しており、オーケストラ
プレイヤーとしてもメジャーオーケストラから
絶大な信頼を得ている。現在、武蔵野音楽大学
教授。

1969 年神奈川県に生まれる。東京大学文学部卒
業、東京藝術大学大学院作曲専攻修了。作曲を
永冨正之、松平頼曉、野平一郎の各氏に、ピア
ノを野沢真弓、石附秀美、遠藤郁子の各氏に師
事。共著「音楽史からみた リズム・スタディ」「ク
レ・スタディ 音部記号の歴史とともに」（全音楽
譜出版社）、「新・名曲視唱曲集」（音楽之友社）
ほか。参加 CD「マタドール〜情熱のハーモニカ」

小池 ちとせ KOIKE Chitose

荒尾 岳児 ARAO Gakuji

「曼珠沙華幻想」（ナミレコード LiveNotes）ほか。現在、東京音楽大学
准教授、東京藝術大学講師。日本ソルフェージュ研究協議会理事。

　演奏者の立場でソルフェージュや音楽に関わることを自由に語り合う「演奏者からの提言」。今回は、そ
の中でもピアノが関わるアンサンブル領域を取り上げました。いわゆる伴奏も含むアンサンブルで活躍する
名手三名による、独奏とは全く違った歓び、難しさ、苦労話など、コンサートの裏側も含めて、興味深い話
が飛び交うのでは無いかと期待されます。皆様のご来場を心よりお待ち申し上げております。
　なお、コロナの状況が日々変化しておりますので、突然の変更がありうることをご了承頂ければ幸いです。

日本ソルフェージュ研究協議会会長　渡辺 健二


